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主要含有成分として， ursodeoxycholic acid などの胆汁酸が，通常 glycine または taurine と結合した
抱合酸として存在していることから，熊胆の主要薬効についても，これら胆汁酸を中心とした報告が














確立のみならず，各種熊胆および関連生薬の精細な成分組成について検討した。さらに， cholic acid 







第 1 節 ガスクロマトグラフィーによる胆汁酸の定量
ガスクロマトグラフィーによる熊胆中の胆汁酸の定量には，抱合胆汁酸の加水分解むよび共存する
dihydroxycholanic acid 異性体の分離が十分で、あること，の二つが必要条件で、ある。
加水分解の条件は 2.5N NaOH 中 120 0 4 時間の加熱により定量的に分解されることが判明した。
ガスクロマトグラフィーは，下記の条件で，もっとも良好な分離が得られることが明らかとなった。
分離管: O. 5 % cyclohexanedimethanol succinate を Gas Chrom P にコートし，ガラスカラム (3m
X 4mm i. d.) に充填したものO
温度:カラム 2350，検出器 2600，試料導入口 2700，
キャリヤーガス (N2 ) 流速: 68ml/min. 
胆汁酸メチルエステルまたは熊胆の加水分解生成分を CH2N2 でメチル化したものを，無水ピリ
ジン中・ TMS 化して，そのまま装置に注入する。
Methyl lithocholate TMS -ether を内部標準物質として，検量線を作製した。
第2 節 薄層自動検出装置による抱合胆汁酸の定量
シリカゲル薄層棒に，抱合胆汁酸の標品または熊胆のメタノールエキスをスポットし， トルエン:
酢酸:水 (10 : 10: 1 )次いでヘキサン: diisopropyl ether :酢酸 (2:1:1) を展開溶媒として，
反覆展開する方法によって良好な分離を得た。装置はシンクログラフ TFG-10型(ヤトロン)を用い
た。














第 1 節 熊胆の胆汁酸およひ遊離アミノ酸組成による分類
熊胆はメタノールエキスを加水分解して得られる遊離胆汁酸組成により， 3 種のグループ (A ， B , 
C) に分類し得ること，各グループはそれぞれ特徴的な胆汁酸組成をもち， glycine および taurine の
両抱合型含有パターンにおいても，大巾に異なることが明らかとなった。













また，遊離アミノ酸組成にわいても，それぞれ特徴的なパターンを示し， lysine , phenylalanine , 
glycine , taurine などの含有量や glycine /taurine 含有モル比の比較によっても，各グループの熊胆およ
び関連生薬を容易に判別し得ることが，明らかとなった。





acid および deoxycholic acid に限られている。
著者は組成の明らかとなった各グループの熊胆および豚胆，牛胆，猪胆，ならびにこれらに含まれ
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Fig. 1. Gas Chromatogram of Methyl Ester TMS -ethers of Bile Acids in Various 
Bear Galls and the Related Crude Drugs 
C : cholic acid, DC : deoxycholic acid, CDC : chenodeoxycholic acid, UDC : ursodeoxycholic 
acid , HDC : hydl吋eoxycholic acid , 
や月旦汁酸に対する感受性にも大差があり， Salmonella enteritidis や Escherichia coli はほとんど感受性



























Fig. 2. Quantitative Thin-layer Chromatogram of Methanolic Extracts of Various 
Bear Galls and the Related Crude Drugs 
TC : taurocholic acid , TUDC : tauroursodeoxycholic acid , TCDC : taurochenodeoxycholic acid, 
TDC : taurodeoxycholic acid , GC : glycocholic acid , GDC : glycodeoxycholic acid. 











Characteristic Patterns of the Components in Various Bear Galls Table 1. 
and the Related Crude Drugs 
G/T Amino acid 
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Bile acid of 
G-and Tｭ
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Group 
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。: main bile acid , 0: secondary bile acid in the components. G : glycine , T: taurine. 
CA : cholic acid , DCA: deoxycholic acid , CDCA: chenodeoxycholic acid , UDCA: ursodeoxycholic acid , 












ターンむよびアミノ酸組成を測定し，その分析値に基き熊胆を 3 群 (A ， B , C) に分類し，従来良
質とされてきた暁泊胆が tauro-ursodeoxycholic acid を主成分とし，総胆汁酸含量が平均70% に達す
るグループA に属することを明らかにした。さらに豚胆，牛胆，猪胆との識別，腸内細菌に対する各
種胆汁酸の抗菌性の比較について論証を加えたもので，本研究は学位論文として適当と考える。
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